
＜予 算 額＞       問い合わせ先：財務課 200-3104 内)45403 

  １７３，２８５，５６７千円  （対前年度比：＋１１．５％）

＜主な事業＞ 

  浸水対策 下水道施設 ３，７６４，１９５千円    

○丸子地区などにおける浸水対策を推進します。

○浸水対策や合流改善対策など多様な機能を備えた

大師河原貯留管の整備を推進します。 

○ゲリラ豪雨にも対応できるよう、光ファイバー水位

計を活用した管内水位データの把握による施設の

効果的な運転管理の検討（渡田地区で試験的に設

置・検証）や、浸水シミュレーションによる効果的

な対策の実現に向けた検討を行います。

  上下水道施設の地震対策 水道施設 ６，３２８，０１３千円    

   工業用水道施設   ３５８，６４１千円    

    下水道施設 ２，６５５，１９８千円    

○基幹施設である鷺沼配水池の耐震補強や末吉配水池の更新を進めるとともに、地震発生時の管

路被害を抑制するため、市内の老朽化した管路の更新工事を耐震管で実施します。また、災害

時の飲み水の確保については、25 年度に市内全域の応急給水拠点の整備が完了することを受け

て、新たに配水池・配水塔と供給ルートの耐震化が完了した小中学校等の水飲み場を活用し、

開設作業が不要な応急給水拠点の整備を計画的に進めます。【水道】

○基幹施設である長沢浄水場第２沈でん池の耐震補強等を計画的に進めるとともに、地震発生時

の管路被害を抑制するため、市内の老朽化した管路の更新工事を耐震管で実施します。

【工業用水道】

○老朽管が多く地盤の液状化による被害が想定されている川崎駅以南の地域の重要な管きょの

耐震化や、その他の地域（川崎駅以北）の重要な管きょの耐震診断を推進します。【下水道】 

○加瀬水処理センターなどにおける耐震化工事を推進します。【下水道】 

○津波浸水被害が想定されている入江崎水処理センターや渡田ポンプ場などにおいて、防水扉の

設置等の津波対策を推進します。【下水道】

上 下 水 道 局 

大師河原貯留管の整備 

鷺沼配水池 耐震補強 開設不要な新たな給水拠点の設置 
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  上下水道施設の再整備・再構築 水道施設 ２，８７４，２６４千円    

   工業用水道施設 １，６０１，１９４千円    

    下水道施設 ３，５２６，０２０千円    

○水道事業の再構築計画に基づき、浄水場の

統廃合による施設能力の増強と耐震化を目

的とした長沢浄水場第２期工事を引き続き

進めるとともに、災害時の飲み水の確保を

図るため、生田配水池の貯水容量を増強し

て更新を進めます。【水道】 

○工業用水道事業の再構築計画に基づき、基

幹施設である稲田取水所の更新を進めると

ともに、平間配水所については、長沢・生

田の各浄水場に調整池を築造して機能を分

散したことなどを踏まえ、コンパクト化を

図ったうえで更新を進めます。【工業用水道】

○老朽管が多い入江崎処理区において、布設替えや更生工法による老朽管の再整備を推進しま

す。【下水道】

○渡田ポンプ場雨水施設の再構築及び、市内各所の水処理センター・ポンプ場における機械、

電気設備の計画的な長寿命化や更新を推進します。【下水道】

○市民生活に必要不可欠な水道水等の製造工程を見学することにより、水道・工業用水道事業

に対する理解と関心を深めていただくため、長沢浄水場に、子どもたちや市民、さらに海外

からの視察者にも対応できる広報施設を整備するための基本設計を実施します。

【水道・工業用水道】

上下水道施設の維持修繕 水道施設 ２，６８６，４１１千円

   工業用水道施設   １３９，５８９千円    

    下水道施設 １，５２５，０１８千円   

○上下水道施設の維持管理・修繕工事について計画的・効率的に実施します。

 ・送水管、配水管及び給水管の漏水修理工事等【水道・工業用水道】

 ・下水管きょ、ポンプ場、処理場などの各施設における、老朽施設の補修工事等【下水道】

下水道施設の高度処理化 下水道施設 ３，５１２，１０１千円

 ○入江崎水処理センター西系再構築事業

（2/2 系列施設、沈砂池管理棟）や等々

力水処理センターの高度処理施設の整

備を推進します。 

入江崎水処理センター西系再構築 

長沢浄水場整備工事完成予想図 

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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＜予 算 額＞        問い合わせ先：経理課 200-3203 内)47301 

  １５，３８０，８５４千円  （対前年度比：＋３９．８％）

＜主な事業＞ 

  輸送安全性の向上 ２８，００９千円    

 ○運輸安全マネジメントに基づき、安全管理体制を適切に運営します。 

 ○車内人身事故や自転車接触事故など、発生形態に応じた事故防止対策を強化します。 

 ○大型液晶モニターを使用した電子掲示板を全営業所の点呼場周辺に整備し、運転手への輸送の

安全に係る情報伝達を強化します。

 ○運転手、整備職員等を対象とした職員研修を効果的かつ計画的に実施することにより、輸送安

全に係る意識や技術の向上を図ります。

 ○運転技能及びお客様サービスのさらなる向上に向けて、運転技能コンクールを開催します。

  お客様満足度調査に基づくサービス向上の取組 ３，５９７千円    

○お客様満足度調査を実施し、事業運営に反映することにより、

お客様により満足いただける市バスサービスを提供できるよ

うにサービス向上に取り組みます。

 ・市バスモニター調査の新規実施及びその結果に基づくサー 

ビス向上の取組（新規） 

・お客様アンケートの実施及びその結果に基づくサービス向

上の取組

  バス行先案内の充実 （拡充） ５，８６７千円    

○お客様が安心・快適に市バスを利用できるように、より分かりやすいバス行先案内へと改善し

ます。

・途中から分岐する系統に枝番を表示するなど、分かりやすい 

系統番号への改善 

・利用者が多い停留所や公共施設などの途中経由地をバス行先

案内表示に表示

交 通 局 

第４回川崎市バス運転技能コンクールの開催（25 年 10 月） 

（Ｓ字・クランク競技）    （車いす対応競技） 

乗車時の感謝の気持ち 

を込めた接客の推進 
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  バス運行情報の提供 ４６，３２３千円    

○お客様の利便性向上に向けて、携帯電話やパソコンから市バス運行情報を提供する市バスナビ

サービスを実施します。

○停留所等における市バス運行情報の提供の充実に取り組みます。（拡充）

・停留所運行情報表示器のタブレット型の導入等による整備推進（３停留所→７停留所）

  バス停留所施設の維持・整備 ３７，３９６千円    

 ○停留所標識及び停留所上屋の清掃・補修を計

画的に実施し、安全で清潔なバス停留所施設

の提供を行います。

 ○お客様への快適なバス待ち空間の提供に向け

て、バス停留所施設を計画的に整備します。

  ・停留所上屋 ８基

  ・照明付停留所標識 20 基

  ・停留所ベンチ 50 脚

  営業所の管理委託 １，５７４，２０１千円    

 ○運行の効率化とお客様の利便性を確保するため、営業所の管理委託を引き続き実施します。

  ・上平間営業所及び菅生営業所

  ・営業所管理委託に係る評価委員会の運営

  営業所の建替整備 （新規） ２８，６５０千円    

○老朽化が著しく、適正な耐震補強ができない施設である上平間営業所に 

ついて、新たに営業所の建替整備を実施します。 

・上平間営業所の建替に向けた基本計画策定等 

  バス車両の購入 ６３，３５６千円    

○バス車両の使用年数について、現在の 12 年から 18 年に延長することを目指し、26 年度から

30 年度までの間は、更新台数の平準化を 

 考慮して、15 年を基本とした更新を計画 

的に実施します。 

・ノンステップバス ３両

（26 年度購入車両数） 

停留所上屋 照明付停留所標識 

築 49 年の上平間営業所 

利用区間を指定して検索 停留所を指定して検索 最寄駅を指定して検索 

ノンステップバスなどを含めた 

バリアフリー対応車両導入率 100％ 
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＜予 算 額＞     問い合わせ先：経営企画室 200-3855 内）70520 

  ４８，０１６，７２９千円  （対前年度比：＋２０．４％）

＜主な事業＞ 

  医療の質及び患者サービスの向上 １４，８２０，２５３千円    

 ○国の社会保障改革プログラム法により今後検討が進む病院・病床機能の分化・強化連携、在宅

医療の充実等に柔軟に対応するとともに、公立病院としての役割を果たしながら、地域におけ

る医療の質のさらなる向上を目指します。 

  ・救急医療体制の継続的な確保【川崎病院】

救急搬送患者(特に三次救急患者)の受入れや、小児救急医療・周産期医療を継続的かつ安
定的に提供するため、引き続き優秀な医師の確保に努め、市の基幹病院として今後も着実に

「高度急性期」の役割を担う体制を確保します。

  ・地域医療連携のさらなる推進 

地域の医療機関との役割分担と連携により、市立病院

本来の役割である２次・３次医療機関として高度・専門

的な医療を提供するため、川崎病院は地域医療連携の推

進に向け今後も取組を強化し、井田病院では「地域医療

支援病院」の承認取得に向けた取組を進めます。

  川崎病院スマート化の検討 ６，４８０千円    

 ○「エネルギーセキュリティの向上」と「明るく魅力ある病院づくり」を

ベースとした建物・設備の環境配慮型中長期保全の方向性を明らかにし、

あわせてＩＣＴを活用した医療の質のさらなる充実を図る「川崎病院ス

マート化」の検討を進めます。 

  緩和ケア病床の増床 【井田病院】 ２９０，７４０千円    

 ○井田病院では、地域がん診療連携拠点病院としてさらなる機能強化を図るため、地域に不足す

る緩和ケア病床を増床します。 

  ・緩和ケア病床 20→23 床(26 年５月供用開始予定)

川崎病院 

◆今後検討される病床機能の分化・強化のイメージ 

79万床 

高度急性期 

(18万床) 

一般急性期 

(35万床) 

亜急性期等 

(26万床) 

長期療養 

(28万床)

地
域
一
般
病
床

２
４
万
床

一般病床 

(90万床) 

療養病床 

(33万床) 

逆紹介 

市立病院 

地域の医療機関

紹介 

地域医療連携 

病 院 局 
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  井田病院再編整備事業の推進 ３，５２５，９８２千円    

 ○現在実施中の２期工事を着実に推進するとと

もに、がん等高度特殊な医療の提供や二次救

急医療の強化など、再編整備の基本方針であ

る病院機能の充実・強化を図りながら、26 年

度内の全面開院に向け取組を進めます。 

 ○27 年度以降に予定している３期工事の実施に

向けて、課題の解決に取り組みます。

  良質な医療の提供を担う人材の育成・確保 【井田病院】 ２８８，５９０千円    

○井田病院の全面開院に伴う救急室開設に向けて体制を整備し、救急専門医等を確保・育成する

とともに、救急機能の強化への対応を図ります。

○再編整備に伴い、がん検査・手術が可能な専門医師の拡充や、全面開

院時に必要な看護師等を確保するとともに、地域の医療機関との連携

協力体制の整備を進めます。

  多摩病院の安定的な運営の推進 ８１８，３２５千円    

○指定管理者である学校法人聖マリアンナ医科大

学と連携しながら、北部地域における急性期医

療を担う中核病院として、安定的な運営を推進

します。 

○地域に不足する小児医療を含めた救急医療を中

心に、高度・特殊・急性期医療、アレルギー医

療等を提供するとともに、災害医療拠点病院と

しての役割を担い、地域医療支援病院として質

の高い医療を提供します。

井田病院 

１号棟解体  2号棟解体 3号棟解体

平成２７年度平成２５年度平成２１年度 平成２４年度平成２０年度 平成２３年度 平成２６年度平成２２年度

準
備
工
事

実施
設計 １期工事

移
転

３期
工事
(予定)

▲東日本大震災

▲一部開院(292床)

２期工事
移
転

▲全面開院
　(383床)

◆井田病院再編整備計画スケジュール 

多摩病院 
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  競輪事業 １９，６０７，７８９千円    

○車券売上金収入等による競輪事業の運営及び競輪場の整備（年 12 回 49 日、開催予定）

  卸売市場事業 １，８３０，０９６千円    

○市場使用料、施設使用料等による卸売市場の整備・運営（北部市場(中央)・南部市場(地方)） 

  国民健康保険事業  １３２，９７４，５１８千円    

○国民健康保険料等による医療保険の給付等（被保険者数(年平均) 340,000 人）

  母子寡婦福祉資金貸付事業  ３８０，０２７千円   

 ○貸付金元利収入等による母子寡婦世帯に対する修学資金等の貸付

  後期高齢者医療事業  １３，４０９，４４２千円   

 ○後期高齢者医療保険料等による広域連合への納付金納付等（被保険者数(年平均) 118,501 人）

  公害健康被害補償事業  １０３，５９３千円   

 ○公害対策協力財団等拠出金等による医療費や遺族への補償等（被認定者数(年平均) 1,447 人）

  介護保険事業  ７７，９８６，７１９千円   

 ○介護保険料等による介護サービス・介護予防の実施等（第１号被保険者数(年平均) 272,256 人）

  港湾整備事業  ４，０８７，１８３千円   

 ○港湾施設使用料等による港湾施設の整備・管理

  勤労者福祉共済事業  １０７，３５５千円   

 ○会員からの共済掛金収入等による給付、厚生事業等の実施（加入者数(年平均) 11,093 人）

  墓地整備事業  １５６，３６０千円   

 ○墓地使用料等による墓地（緑ヶ丘霊園・早野聖地公園）の整備・管理

  生田緑地ゴルフ場事業  ４８２，２８９千円   

 ○利用料収入による生田緑地ゴルフ場（多摩区）の整備・管理

  公共用地先行取得等事業  ５，３９０，９６６千円   

 ○将来、公園や道路などに供する用地を先行して取得

  公債管理  ２２５，６４４，１６３千円   

 ○市債の発行・償還

特 別 会 計 予 算 

 本市の予算は、一般会計のほかに、主に特定の収入をもって特定の事業を行う

場合で、一般の歳入歳出と区分して経理する必要がある場合に特別会計を設け

ています。 

ここでは、特別会計で実施している事業等をご紹介します。
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